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委員会報告 

クラブ協議会 

会長 斉藤 博司 

空港のまち、千歳ならではの「猫の逸話」お話をしましょ

う。 

私はまだ海外に出たことがないのに、この猫はタダでグ

アムまで楽しんだ（？）のです。その猫の旅立ちは成田

空港から。本来の目的地は札幌のはずでした。しかし途

中でアクシデント発生。新千歳空港着、私あてにけたた

ましい電話。空港職員：「猫が脱走し機内を逃げ回って

いるのですが・・」 私：「静かにして、大人数でガサガサ

探さないこと。飼い主を呼んだ？」 職員：「全部やりまし

た。警備犬を入れようとしたのですが狭い機内に怖気づ

いてだめです」 私：「おなかが空いたら出てくるよ。それ

まで待ったら」 職員：「機内の清掃・消毒・整備を終えた

らこの機はグアムへ飛ぶのです」 

結局、猫を乗せたまま機は南の空へ飛び立っていきま

した。 

そして数日後の大阪伊丹空港。乗客から座席の下が臭い

との訴えがあり、この事件の続きが始まったのです。お

なかも空いていたのか、この猫は以外に簡単に捕獲さ

れました。大阪の獣医に丁寧に健康診断を受け異常が

ないということでＶＩＰ並みの待遇で北海道に送られてき

たのです。当院へは黒塗りの高級車に乗せられてマイ

リマシタ。2 時間前に受診したばかりの猫を再度受診。

当然、札幌への移動に何の支障もないと報告。猫は札

幌の新しい住まいへと去っていったのです。機内からは

出られず地上に降り立っていない猫にとって、確かにグ

アムには行ったけれど、海外旅行ではなかったと思いま

す。 

会員増強！！どこへでも行きます。よろしくお願いしま

す。 

 

幹事  井上 英幸 

 ユネスコ協会より 10 月 20 日（金）開催のチャリティパ

ーティのご案内。 

 丸山ガバナーより公式訪問のお礼ありました。 

 10 月 3 日（火）は休会。 10 月 5 日（木）の 6 クラブ親

睦合同例会に振り替えです。 

会場は、全日空ホテル 17:00 に受付開始です。 

親睦ゴルフ大会は、ザ・ノースカントリー にて 8:00 ス

タート 

 

 

 

 
会長挨拶 社会奉仕委員会委員長 

長手英記 

セーフティーコール街頭啓発の参加ありがとうございま

した。   

斉藤会長・井上幹事・田口会員・佐藤会員・高塚会員・

土居会員・大野会員・白木会員・須藤会員・長手会員       

以上 10 名参加 

 

 ニコニコ BOX

斉藤博司会員：前回の夜間例会のカラオケは、緊張し

ました。 

 

幹事  井上 英幸 

 

― 06～07 年度 広報補助金制度の申請について ― 

 

 ロータリークラブと地区が、ロータリーの広告看板を

設置したり新聞の折込みを作成するなど、ロータリー

の公共イメージを向上させる活動を支援するため、Ｒ

Ｉ理事会は０５～０６年度広報補助金プログラムを試

験的に導入。結果良好のためＲＩ理事会はこれを推

進することを決定した。当クラブは１０／３１までに申

請を行いたいが、どんな内容がよいのか？ この場

で協議してもらいたい。 

 ロータリークラブを広報する上でラジオやＴＶなどは一

過性があるため、新千歳空港・千歳駅・ホテル・市役

所などに看板を設置してはどうか？ただし、後々費用

もかかるということを考えておかなければならない。 

 タウン誌の活用 

 大きく広くロータリークラブの広報をするのか、千歳セ

ントラル会員増強を広報するのか、看板で何を訴え

るのか、方向性を明確にしたほうが良い。 

 

幹事報告 

出席会員の皆様からさまざまな意見が出されましたが、

方向性の問題、どういった部分にポイントをあてた資金

の使い方にするのか、この後理事会において骨子を検

討します。 

 

 


